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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、働く母親のワークライフバランス（WLB）と母子相互作用を縦断的に明
らかにすることである。郵送法による質問紙調査を実施した結果、母親のWLB得点の平均値は、子どもが12か月、18か
月、24か月、30か月、36か月の5時点で、いずれも60点を超えており、20～60歳の男女2500人を対象とした内閣府の調
査の平均値51.2点よりも高値であった。本調査対象者の半数以上が、家族の協力や職場の理解を得られていたことから
、出産後も就労を継続する女性は、WLBを保つことのできる環境下にあると考えられた。また、観察された母子相互作
用は、日本人母子のデータベースと比較し、より良い状態であった。

研究成果の概要（英文）：This study examined the work life balance (WLB) and mother-child interaction of wo
rking mothers. A longitudinal postal questionnaire survey was conducted on working mothers with infants at
tending nursery. The WLB of the working mothers ranged from 63-71 points. Compared to the nationwide surve
y, this survey revealed higher WLB scores. The majority of working mothers received good support from coll
eagues and family members and had high levels of satisfaction with childcare. These circumstances are beli
eved to have enabled them to achieve a better WLB than general workers. The mother-child interaction was a
ssessed by J-NCATS. Total J-NCATS scores at 0-11 and 12-15 months of age were significantly higher than th
e database score in Japanese dyad. The scores for child at 0-11 and 12-15 months of age were higher than s
tandard deviation of the data in the Japanese dyad database. These results demonstrate that the nursery sc
hool environment promotes active interaction among children.
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１．研究開始当初の背景 
 近年わが国では、女性の高学歴化と社会進
出により、共働き世帯の割合が増加している。
結婚、出産後も就労を継続する女性が増加す
る一方で、世間一般の「女性は育児に専念す
べき」、「働く母親の子どもはかわいそう」と
いった考えが依然として浸透している。働く
母親は働くことによる子どもへの悪影響に
不安を持ち、罪悪感を抱きながら就労してい
ることが明らかになっている。 
 わが国では、平成 19 年に「仕事と生活の
調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」が
策定された。これにより、仕事か家庭のいず
れかを選択するのではなく、仕事も家庭も大
事にしながらバランスを取って両立させて
いく、すなわちワークライフバランス（WLB）
の実現のための社会全体の取り組みの重要
性が示された。 
 先行研究を概観したところ、働く母親の
WLB と母子相互作用の実態、それらの関連
要因は明らかにされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、保育所に子どもを預けて
働く母親とその子どもを対象とした縦断的
調査を行い、働く母親の WLB と母子相互作
用およびそれらの関連要因について明らか
にすることである。 
 
３．研究の方法 
(1)研究対象者 
 子どもを保育園に預けて働く母親とその
子ども 241 組。 
 
(2)調査方法と分析方法 
①WLB とその関連要因 
子どもの月齢が 12か月、18か月、24か月、

30 か月、36 か月の 5 時点で郵送法による質
問紙調査を実施した。WLB は、「あなたの仕事
と家庭のバランスの取り方について、理想を
100 点とすると現実は何点でしょうか」と尋
ねた。また、WLB の関連要因として、母親の
特性、子どもの特性、母親の就労状況、子ど
もの保育状況、職場と家族の協力状況、母親
の育児および仕事･職場への認識について尋
ねた。分析は、統計解析ソフトを用いて、WLB
得点との関連を検討した。 
 

②母子相互作用 
子どもが 0～11 か月（以下、12 か月未満）、

12～15 か月（以下、12 か月）および 18～
21 か月（以下、18 か月）の時点で、対象
とした母子の遊び場面を撮影し、日本語版
Nursing Child Assessment Teaching Scale
（J-NCATS）を用いて母子相互作用を測定し
た。J-NCATSは、Barnardらが開発したNursing 
Child Assessment Satellite Training 
（NCAST）の遊び場面における母子相互作用
を測定するツールである NCATS（Sumner et 
al,1994）を廣瀬ら（2006）が日本語版とし

て開発したものである。J-NCATS は、母親と
子どもの遊ぶ場面を観察して得点化する尺
度であり、母親に関する 4つの下位尺度（「子
どもの cue に対する感受性」、「子どもの不快
な状態に対する反応」、「社会情緒的発達の促
進」，「認知発達の促進」）と子どもに関する 2
つの下位尺度（「cue の明瞭性」、「養育者に対
する反応性」）の計 6 下位尺度（73 項目）で
構成され、さらに親と子のそれぞれの随伴性
得点も算出される。いずれも高得点が良い相
互作用であることを意味する。なお、測定し
たデータの信頼性を確保するために、20％の
遊び場面を録画したDVDを無作為に抽出して、
2度の測定を行い評定者内の一致率が90％以
上であることを確認した。また、本研究にお
ける信頼性係数（KR-20）は、母親の総合得
点が 0.757、子どもの総合得点が 0.797 であ
り、高い内的一貫性が確認された。 
分析では、廣瀬ら（2010）による日本人母

子のデータベースの数値と本研究対象の母
子のデータを比較した。また、子どもの月齢
による得点の差異についても検討した。 
 
（3）倫理的配慮 
 本研究の実施に先立ち、研究代表者が所属
する大学の倫理委員会の承認を受けた。縦断
研究を実施するに当たり、対象者名簿は質問
紙とは別に、鍵のかかる書庫に保管し、厳重
に管理した。質問紙および撮影した画像を保
存した DVD（鍵のかかる書庫に保管）には個
人名ではなくIDのみを記載することとした。
対象者には、調査の目的、方法、協力の任意
性と撤回の自由、個人情報の保護、研究成果
の公表時に個人情報の厳守に努めることを
記載した文書を提示した。 
 
４．研究成果 
(1)働く母親の WLB 得点 
 本研究対象者の WLB 得点の平均は、子ども
が12か月時で62.6点、18か月時で71.2点、
24 か月時で 66.7 点、30 か月時で 64.8 点、
36 か月時で 68.7 点だった。これらの数値は
いずれも、内閣府が平成 20 年に実施した 20
～60 歳までの男女 2500 人を対象とした調査
の平均値 51.2 点よりも高かった。本研究対
象者の 89.4％が「家族はとても/だいたい協
力してくれる」と回答し、94.7％が育児と仕
事を両立して働く自分のことを「職場の人は
とても/だいたい理解してくれる」と回答し
たことから、WLB を保つための環境が整って
いると考えられ、このことが WLB 得点の高さ
に反映したと推測された。 
また、特に 12 か月時の WLB 得点が低かっ

たことから、この時期の母親の負担に配慮す
る必要性が示唆された。 
 
(2）WLB 得点と関連がみられた要因 
①子どもが 12 か月時の母親の WLB 得点と関
連がみられた要因  
 仕事や職場に対する認識でWLB得点との関



連がみられ、仕事にやりがいを感じる母親、
仕事の満足度が高い母親、職場の理解度が高
いと認識している母親は、WLB 得点が有意に
高かった。WLB 得点と、母と子どもの属性、
就労・保育状況との関連はみられなかった。 
今回の調査により、WLB は保育時間や勤務時
間の長さなど就労・保育の実際の状況と関連
がみられず、母親の仕事や職場に対する認識
と関連することが明らかになった。 
仕事にやりがいを感じ、満足度の高い母親

ほど、WLB 得点が高かったことから、12 か月
児を保育園に預けて働く母親のWLBの実現の
ためには、母親に関わる周囲の人々が仕事の
肯定的な側面を機会あるたびに強調する必
要がある。また、母親が職場の人々から理解
されていると感じることのできる職場の雰
囲気作りが望まれる。 
 

②子どもが 24 か月時の母親の WLB 得点と関
連がみられた要因 
仕事に対する認識では、仕事への満足度が

高く、仕事への継続意欲の高い母親の WLB 得
点が有意に高かった。また、職場に対する認
識では、急に休暇が必要になった場合に休み
の取りやすいことがWLB得点の高さと有意に
関連していた。育児に対する認識では、やり
がいがある、子育てへの自信がある、子育て
に負担感が少ない、子育てに満足していると
感じている母親のWLB得点が有意に高かった。
一方、母と子どもの属性・就労・保育状況お
よび家族に対する認識とWLB得点との関連は
みられなかった。 
2 歳児をもつ働く母親の WLB は、就労形態

や勤務時間、保育状況とは関連がみられず、
母親の仕事に対する認識と急な休みの取り
やすさ、育児に対する認識が WLB 得点と関連
がみられた。働く母親の WLB の実現のために
は、母親が仕事に満足し継続したいと思える
ような周囲の人々による仕事に対する精神
的支援はもちろん、子どもの病気などで、急
に予定外の休暇をとる場合の対応など、職場
の上司・同僚や雇用者側の体制作りに対する
働きかけも必要になるであろう。また、育児
と仕事を両立している母親が、自分の育児を
肯定的に認識できるような支援体制の充実
が必要であり、家族や友人、医療、保育の専
門職などが、いつでも必要なときに母親の相
談に乗り、負担を感じることなく育児ができ
るような体制作りが望まれる。 
 
③子どもが 36 か月時の母親の WLB 得点と関
連がみられた要因 
 仕事や職場に対する認識でWLB得点との関
連がみられ、仕事内容の満足度が高く、母親
に対する職場の人々の理解度が高いと感じ
ている母親ほど、WLB 得点が有意に高かった。
また、仕事と育児を両立することへの葛藤を
強く感じている母親のWLB得点が有意に低か
った。仕事の内容、就業形態、勤務時間など、
実際の就労状況とは関連はみられなかった。 

 本研究のこれまでの結果を踏まえると、子
どもの年齢が上がっても一貫して就労や保
育の実際の状況とWLB得点との関連がみられ
ていないことから、働く母親の WLB を実現さ
せるには、育児と仕事を両立することに対す
る母親自身の認識が肯定的になるように職
場や家族など周囲の人々が働きかけること
が重要になると考えられた。 
 
(3）働く母親と保育園児の母子相互作用 
 本研究に協力が得られた働く母親とその
子どもの相互作用は、子どもの下位尺度得点
全てにおいて、日本人母子のデータベースの
平均得点を上回っていた。中でも子どもの月
齢が 12 か月未満、12 か月の時点で、子ども
の下位尺度「養育者への反応性」および子ど
もの総得点は高く、日本人母子の平均得点の
１SD を超えていた。さらに子どもの月齢が
12 か月未満、12 か月および 18 か月の 3 つ
の時点で母子相互作用を比較したところ、
母子の総合得点、子どもの総得点、子ども
の下位尺度「養育者への反応性」、子どもの
随伴性得点において、12 か月時点の数値が
ほかの月齢に比べて最も高く、母親の下位
尺度「社会情緒的発達の促進」では、12 か
月未満の時点がほかの月齢に比べて最も低
かった。 
 これらのことから、母親の就労や、乳児期
からの集団保育が母子の相互作用の質に悪
影響を与えることはなく、むしろ良い相互作
用ができていると考えられた。また、子ども
の「養育者への反応性」の高さは、保育園で
必要な世話を受けるために、子どもは、はっ
きりと自分の反応をアピールする必要があ
り、母親との相互作用においても、それが現
れたものと考えられた。 
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